
住所：長崎県佐世保市宇久町平１０４２番地

　アクセス：佐世保港より  フェリーで約３時間

　　　　　　佐世保港より  高速船で約１時間３０分

　　　　　　博多港より　  フェリーで約４時間

・君の「好き」から始まるウクラボ。

　地域や外部機関と連携しながら、君の考

　える「なぜ？」や「どうやって？」とい

　う問いを深め、探究していきます！

【活動例】アカウニの養殖で宇久島活性化！

　　　　　大浜海岸のハンミョウの分布調査

君に
最適
な学
びを
！

個別の学習・進路指導

宇久高校の特長

・少人数授業を展開し、個の状況に応じた

　指導を展開します！

・進路希望に沿って、細やかな指導ができ

　るように、２年次より４つのコースを開

　設しています！

君の
好き
を究
める
！

探究学習Uku L
abo 君の

好き
×科
学！

Ukuサ
イエンスパーク

・大学や企業による出前授業を行い、最

　新のDX機材を使用ながら、科学に特化

　した授業を展開します！

【主な連携先】

　長崎大学、九州大学、九十九島水族館

　海きらら、　堀場アドバンスドテクノ

生徒数が少なく、先生

方との距離感も近いの

で、自分に合った指導を

してくださり、確実に力が

つきます！自分が挑戦し

たいことにすぐ取り組める

ことも魅力です！

生徒数が少なく、先生

方との距離感も近いの

で、自分に合った指導を

してくださり、確実に力が

つきます！自分が挑戦し

たいことにすぐ取り組める

ことも魅力です！

自分の興味のある分野に

ついて、とことん研究する

ことができます！先生方

やクラスメイトと協力して

探究に取り組むことで、

新しい発見を得て、成長

することができます！

自分の興味のある分野に

ついて、とことん研究する

ことができます！先生方

やクラスメイトと協力して

探究に取り組むことで、

新しい発見を得て、成長

することができます！

専門家のみなさんによる講

義やフィールドワークを通じ

て、科学的な視点を持てる

ようになりました。

DX機材を用いて自分の探

究活動の成果を数値化

し、科学的に発展させるこ

ともできました。

専門家のみなさんによる講

義やフィールドワークを通じ

て、科学的な視点を持てる

ようになりました。

DX機材を用いて自分の探

究活動の成果を数値化

し、科学的に発展させるこ

ともできました。

宇久高等学校

☟ホームページはこちら

君が「好き」を見つける場所

インスタグラムはこちら☟
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OUR LaWE IS

OUR POWER.
/

ここが世界のど真ん中じゃないことなんて知つている。

そ して明日もそれなりにやってくる。

普通でいることは、きっと難 しくない。

きっとそうやって生 きていくことも。

だからこそ、あえて言 う。

君自身を生 きれ。

なにもないなら創れ。この片隅から世界ヘ トガれ。

普通 じゃないことを誇れ。それで生 きていけ。

君 自身を、世界に分か らせる。

そして

僕うOr好き』が
武器になる。
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特別な

「Uku
学 びの

Lab。

場です

」 は 、 宇ジく高等学校な らではのしなが ら 仲間と_ 緒た地
自分 の 「好 き」を追求す活動 に参

考 ぇ、

す 。

自 分

を 味

討 行

自身の

わぅこ

錯誤す

加 でき

可能性を

とができ

ることで

まず。菓

広 げる

ます。

域

学 びの'こ

~手
を

の未来を

絶 好

学校

の テ ャ

生活の

か し、

創 り出際
動達成感
楽 しさと中 で、

シ ス で

●

■

オ乙
専三
窪怒
ぞ々亀
七を堵岳阜

;:異

琵

ノヽ ィスベ ックPCゃ
ソRゴ _ グノうなどの長新

設た

授業

深 め

の機

科 目

や 、

器

ことが

を導入

を菓

情報

施 して

分望デ′ご

できま

しヽ探

います

関する

す。 ド
究活動令より

偏授業

科 学

学校

的′ご

る

ロ

遠
関する

―シ
rt―

宇久萬等学校,ら
では

は 、

自分の

fU｀くuサ イ
ェンス
パ

びのキヤ
ンパス
です o

を活 サJ｀
しヽ

成 や社
会と

ィク」

ィ
ンル

っ な

培弔ll

術 の

ゥ ミ

し、考
地 域

・ 陸

が る

な学

学君

ガ メ

の 人

・ 空

本物

ん ヽ

し さ

二の飼

などヽ

の荏

とい つ

々 や

r気に

試 す

の探

を体

卵調

大学、

奮 t

幅声ム｀

と と

多

査 、

る」か
様なフ

に取 り

震業

ヽゲ

きます
。

ハ上妥

体験、

ィマ に

イクロ

ら出

組 み

と連

室 で

発 し

ます。

携 し

プラス

lよ得

戦 司

て 、地

ら れ

ンや宇
チツク

です o

ぃ 学
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マ
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「自
然
を
活
か
し
た
教
育
』

「行
動
に
移
せ
る
力
の
育
成
』

山
口

一
宇
久
高
校
の
教
育
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
宇
久
高
校
で
の

教
育
で
ど
ん
な
生
徒
を
育
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

荒
木

一
自
然
や
人
に
目
を
向
け
る
温
か
い

生
徒
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
来
年
度
か

ら
の

「Ｃ
声
Ｓ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」
で

は
、
宇
久
の
自
然
を
活
か
し
、
身
の
回
り

の
現
象
や
生
物
に
興
味
を
持
て
る
授
業
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
実
験
で
は
五
感
で
楽

し
め
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

山
口

一
理
科
が
苦
手
な
生
徒
に
は
ど
う
ア

プ

ロ
ー
チ
し
ま
す
か
？

荒
木

一
苦
手
の
原
因
を
探
り
、
視
覚
的
な

教
材
や
実
体
験
で
興
味
を
引
き
出
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
微
生
物
の
授
業
で
ダ
ム

や
沼
池
に
ミ
ジ
ン
コ
を
採
取
し
に
行
ぐ
計

画

で
す
。
少
人
数
な
の
で
機
動
的
に
動
け

思
い
を
行
動
に

移
せ
る
生
徒
を
育
て
准
い
。

山
口

一
小
林
先
生
は
生
徒
を

「動
か
す
」

こ
と
を
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
ど
ん
な

意
図
が
？

小
林

【
思
い
を
行
動
に
移
せ
る
生
徒
を
育

て
た
い
。
宇
久
の
生
徒
は
考
え
る
力
が
あ

る
の
に
、
諦
め
て
し
ま
う
子
も
い
ま
す
。

探
究
活
動
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
発
表
す
る

経
験
を
通
じ
て
、
自
信
を
持
っ
て
語
れ
る

得
意
分
野
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

山
口

一
地
歴

・
公
民
科
の
授
業
で
こ
だ
わ

っ
て
い
る
こ
と
は
？

小
林

【
「知
識
は
忘
れ
て
も
概
念
は
忘
れ
な

い
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
年
号
よ
り
も
、
そ

の
出
来
事
に
よ
る
社
会
の
変
化
や
当
時
の

人
々
の
想
い
に
触
れ
る
。
そ
う
い
う
学
び

が
ヘヘ社
ハ式
）を
見
る
目
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

『教
師
の
ビ
ジ
ョ
ン
』

山
口

中
そ
の
よ
う
な
教
育
は
、
生
徒
の
主

体
性
を
育
む
上
で
非
常
に
重
要
で
す
ね
。

で
は
、
最
後
に
お
二
人
に
と
っ
て
宇
久
高

校
を

一
言
で
表
す
と
ど
の
よ
う
な
学
校
で

し
ょ
う
か
？

荒
木

一
私
は

「懐
か
し
い
」
と
感
じ
る
場

所
で
す
ね
。
自
然
に
囲
ま
れ
、
生
徒
も
教

員
も
互
い
に
支
え
合
う
環
境
が
こ
こ
に
は

あ
り
ま
す
。

小
林

】
私
は

「自
由
」
で
す
ね
。
生
徒
が

自
分
の
考
え
や
思
い
を
行
動
に
移
せ
る
、

そ
し
て
そ
れ
を
お
互
い
が
承
認
で
き
る
学

校
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口

一
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
員

】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奉

0

生
徒

一
人
ひ
と
り
に
最
適
化
さ
れ
た
授
業
を
目
指
し
、
「対
話
」
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
探
究
的
授
業
で
は
、
生
徒
同
士
、
教
員
、
地
域
の
方

と
の
対
話
を
促
進
し
、
遠
隔
授
業
で
は
他
校
や
連
携
機
関
と
の
対
話
も

行
い
ま
す
。
ま
た
、
最
新
技
術
を
活
用
し
た
Ｅ
と
の
対
話
や
自
己
と
の

対
話
も
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
じ

っ
く
り
と
し
た
対
話
が
学
力
向
上
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
基
盤
と
な
る
、
少
人
数
の
宇
久
高
校
な
ら
で
は
の
授

業
ス
タ
イ
ル
で
す
。
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『
宇

久

高

校

の
魅

力

と

は

？

」

増
山
先
生

中
そ
れ
で
は
、
宇
久
高
校
の
魅

力
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
宇

久
高
校
の
魅
力

っ
て
何
で
す
か
？

藤
枝
く
ん

中
先
生
と
の
距
離
が
近
い
と
こ

ろ
で
す
。
他
の
学
校
で
は
生
徒
同
士
が
メ

イ
ン
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
こ
で
は
先

生
も

一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
球
技
大
会
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の

「
ユ
ビ
ト
マ
企
画
」
で
も
先
生
が

一
緒
に

楽
し
ん
で
く
れ
る
の
で
、
そ
の
距
離
感
が

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

安
永
さ
ん

中
確
か
に
、
先
生
た
ち
が
積
極

的
に
生
徒
と
関
わ
っ
て
く
れ
る
の
で
、
自

然
と
距
離
が
縮
ま
り
ま
す
。

増
山
先
生

【
な
る
ほ
ど
。
で
は
、
最
初
に

宇
久
高
校
に
来
た
と
き
の
印
象
は
ど
う
で

し
た
か
？

藤
枝
く
ん

中
ど
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
ろ
う

と
不
安
で
し
た
が
、
実
際
に
来
て
み
る
と

温
か
い
人
ば
か
り
で
、
す
ぐ
に
馴
染
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

安
永
さ
ん

一
私
も
最
初
は
少
し
緊
張
し
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
先
輩
た
ち
が
話
し́
か
け

て
く
れ
て
安
心
し
ま
し
た
。

「少
人
数
教
育
の
良
さ
」

増
山

【
少
人
数
教
育
な
ら
で
は
の
良
き
っ

て
感
じ
ま
す
か
？

安
永
さ
ん

【
あ
り
ま
す
。
授
業
中
に
先
生

が

一
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り
向
き
合

っ
て

く
れ
る
の
で
、
す
ぐ
に
質
問
で
き
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
を
伝
え
る
と
先
生
も
そ
れ

に
応
え
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

藤
枝
く
ん

”
部
活
も
人
数
が
少
な
い
か
ら

こ
そ
、
よ
り
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

気
が
し
ま
す
。

「地
域
と
の
つ
な
が
り
」

増
山
先
生

一
宇
久
高
校
な
ら
で
は
の
地
域

と
の
つ
な
が
り

っ
て
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

藤
枝
く
ん

【
島
全
体
が

一
つ
の
大
き
な

コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
み
た
い
で
、
ど
こ
に
行

っ
て

も
誰
か
に
声
を
か
け
て
も
ら
え
ま
す
。

増
山
先
生

一
確
か
に
、
そ
う
い
う
地
域

の

温
か
さ
は
宇
久
高
校
な
ら
で
は
の
魅
力
で

す
ね
。

「
最

後

に

メ

ッ
セ

ー

ジ

」

増
山
先
生

¨
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
宇
久
高

校
に
入
学
を
考
え
て
い
る
中
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
永
さ
ん

一
人
と
の
距
離
が
近
く
、
サ
ポ

ー
ト
も
手
厚
い
の
で
、
安
心
し
て
来
て
ほ

し
い
で
す
。
楽
し
い
三
年
間
を
す
ご
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

増
山
先
生

中
今
日
は
お
話
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

一
人
ひ
と
り
に

向
き
合
っ
て
く
れ
る
教
育

ユ
ビ
ト

マ
企
画
と
は
、
生
徒
の

「好
き
」
を
学
校

一
九
と
な

っ
て
取
り
組
む
企
画
で
す
。
学
校
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
た

り
、
小
説
を
書
い
て
み
た
り
、
天
体
観
測
を
し
た
り
、
自
然

探
検
を
し
た
り
し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
宇
久
高
校
で
、
自

分
自
身
の

「好
き
」
を
形
に
す
る
素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
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kⅡ Lan0
宇久高機だからできる

環男学習

Uku Laboは、宇久高等学校ならではの特別な学びの場。
ここでは、自分の「好き」を追求しながら、地域の未来を

共に創り出す活動に参加できます。実際に手を動かし、仲

間と共にアイデアを形にすることで、学びの楽しさと達成

感を感じることができる、まさに“自分発見
)の
場所です。

1年生 2年生 3年生
i■ 0́ -言

自分の『好き』から始まる

探男0第…歩

1年生では、まず「自分は何が好き

か」「どんなことにワクフクするかJ

という問いからスター トします。ア

ニメやスポーツ、自然や地域の文

化、身近な不便さへの気づきなど、

生徒それぞれの“好き"や“気にな

る"を大切にしながら、探究活動のテ

ーマを決めていきます。

閣口0嘉要窪〕《番
『J“B〓
「

■〕〓〕卜』

宇久島をフィーJbドに

社会とつなかる探究ヘ

現在の2年生は、実際に宇久島が抱え

る課題を出発点に、より社会とつな

がる探究活動に取 り組んでいます。

「島内で廃棄されるレジ袋をどう減

らすか」「夜道が暗い地域に街灯をど

う設置するかJ「宇久島の自然音や生

活音をPRに活かせないかJな ど、身

近で切実な問題をテーマに、生徒自

身が調査・分析を行い、解決策を考

えています。

地域資源を未案につなぐ

ウエの養殖プロジェクト

現在の3年生は、宇久島の豊かな海を

活かした「ウエの陸上養殖」に取 り

組んでいます。学校内に設置された

専用の水槽を活用し、実際に稚ウエ

の育成や給餌、成長の観察などを行

う、実践的な探究活動です。

生徒たちは、水質管理や生育環境の

研究を重ねなカミら、持続可能な養殖

のあり方を模索しています。こうし

た活動の成果は、研究発表会などで

積極的に発信しています。

■2_」 _ __‐― ~~~ ~

宇久島は、人口減少や少子高齢化、雇用機会の縮小といった課題を抱えてい

ます。「この島をもっと元気にしたいJそんな願いを出発点に、地域の資源

を生かしたアプローチとして、アカウエの育成研究が始まりました。

1年次には、教室内で稚ウエを育てることに成功。2年次では、さらに一歩進

んで、稚ウエから成体のアカウニまで育てる挑戦がスター トしました。水槽

を使った養殖実験では、餌の違いや水質の管理、水温の調整など、細かな条

件の違いによる成長変化を観察しました。初回の実験では全滅という悔しい

結果に終わりましたが、ろ過装置や冷却ファンを導入した2回 目では、一定

期間の飼育に成功。試行錯誤を繰 り返しながら、少しずつ成果を積み重ねて

います。令和6年度 グローカル探究カップin長崎大学
「長崎大学 探究の芽賞J受賞

囁
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DX八イスクールは、未来の教育を先取りした学校改革
プロジェクト。遠隔授業やデジタルものづくりなど、

生徒の興味を引き出し、大学等との連携を強化。デジ

タル・理数系教育を強化し、地域や学校の特性に合わ

せた専門的な学びを提供します。新しい教育のカタチ

が、未来を切り開く力を育てます !

‖■■ドVJPC

※ 画 l象 はイメージですづ

田遭力。フルスベツク

宇久高機のデジタル制作環境

宇久高校には、動画編集や3Dモ デ リングが快適
に行える八イスペ ックPCを 完備。さらに、音楽
制作や映像編焦

'「

特イ″I′ 十ソフトウェアを搭載
したMう cも そろっており、本格的なクリエイテ

ィブ活動が可能です。
「やってみたい」を形にできる、最先端の

の環境が ここにあ ります。

宇久呂をフィールドに

社会とつなれれる探男ヘ

宇久高校では、最新の ドロ‐ンを完備。空か

ら地域を見つめ直 し、課題の発見や映像制作

に挑戦する探究活動が展開されています。自

然観察や PR動 画の撮影など、活用方法はアイ
デア次第。デジタル技術を実体験で学びなが

ら、未来をつ くる力を育てていきます。

ドローンで飛び立つのは、地域を越えた学び

い■山〕

のフィール ドです。

星聖は数Eだ I
宇久島0理はいつも簡再

宇久高校では、天体望遠鏡を活用 した夜間観

測や星空の研究に取 り組むことができます。

満天の星が広がる宇久島の環境は、まさに“最

高の教室 "。 観測を通 して宇宙の不思議に触

れ、科学的な視点 と探究心を育てます。

星を見上げるそのまなざしが、未来を見つめ

る力につなが ります。

※ 画 l象 はイメージです。
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【公式ホームペー朔

【特別選抜・離島留学特別選抜】

出願期間

令和8年 1月 15日 (火)から1月 19日 (月 )

検査日時

令和8年 1月 27日 (火 )

【進路実績等】

【一般選抜】

出願期間

令和8年 2月 2日 l月 )から2月 6日 (金)

検査日時

令和8年 2月 17日 (クリ'2月 18日 Ok)

,4」畔     
「ri

【チャ′レンジ選抜】

出願期間

令和8年 5月 6日 (金)から5月 10日 (カ

検査日時           !

令和8年 5月 12日 (オ、)

※詳しくは、本校HP(こて公開予定です。

学
校
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報
等
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長崎県立宇久高等学校2026 School Guide

NACASAKl uKu HIGH SCHOOL

Q 「宇久高校」で検索
宇久高校公式インスタク

｀
ラムをはじめま

した !右のQRコ ードを読み込むか、

「字久高校Jで検索 !靱 httpsツ /www2.nows,ed.jp/settion′ wku=h′


